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令和５年度化学専攻 博士課程・社会人特別選抜 入試案内書 

 

化学専攻の入学試験の詳細は以下のとおりです。 

 

試験は、全てオンラインで実施します (※)。試験内容は、エッセイ、筆記試験及び口述試験Ⅰ、Ⅱです。

入学時期及び修士課程での所属大学及び研究科等により試験内容及び試験時期が異なるので、各自以下

の項目を参照の上、不明な点は化学専攻事務室まで問い合わせてください。 

※詳細は、東京大学大学院理学系研究科化学専攻ホームページ https://www.chem.s.u-tokyo.ac.jp/に掲示するので、随

時、確認すること。 

 

出願期間 

令和４（２０２２）年１０月入学希望者、令和５（２０２３）年４月入学希望者ともに、下記出願期間に

出願しない場合には、上記希望時期に入学ができないので、十分注意してください。本専攻修士課程修了

予定者も出願が必要です。 

令和４（２０２２）年６月２９日（水）～７月５日（火） 

 

提出書類 

募集要項の６、７、９ページを確認すること。 

 

〇修士の学位論文又はこれに代わるもの及びその要旨 

口述試験Ⅱの２週間前までに修士の学位論文のコピー２部を化学専攻事務室へ郵送すること（下記住

所参照）。修士論文が完成していない場合は、その要旨を提出すること。修士課程修了に修士論文が必

須でない場合は、それに代わる論文を、その論文が完成していない場合はその要旨を提出すること。

要旨を提出する場合は、別紙のテンプレートを使用して作成すること。（別紙：要旨作成例参照） 

 

〇TOEFL-iBTⓇのスコア 

TOEFL iBT○R（２０２０年９月１日以降に受験したもの）について、 (1)の方法によりスコアを提出し、

(2)の方法により ETSにスコアの送付を依頼すること。MyBest スコアは使用しない。 

(1) Test Taker Score Report（受験者スコアレポート）PDF版コピーを WEB出願システムのマイペー

ジからアップロードして提出すること。（提出期限：8月 24日(水)） 

(2) Institutional Score Report（TOEFL iBT®を受験する際、TOEFLコード番号（8960）を記入すると、

実施機関の ETSから東京大学大学院理学系研究科化学専攻に直接送付される。）（依頼期限：8月 19

日(金)） 

※スコアは、発行にかかる日数を事前に確認し、期日までに提出できるように受験日に注意すること。 

。 

 

試験科目・内容 

○誓 約 書  

受験の際の指示に従うことの誓約を求める。 
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○エ ッ セ イ  

志望動機とキャリア構想について問う。 

 

○筆 記 試 験  

専門的研究を行うにあたり、必要な化学全般の基礎知識ならびに思考能力について筆記試験を行う。

物理化学、有機化学、無機・分析化学の３科目から基礎問題３問、標準問題３問、計６題を出題する。

６題のうち基礎問題は全問必答、標準問題は３問のうち１題を選択し解答すること。なお、使用する

言語については、日本語または英語とする。 

 

○口 述 試 験 Ⅰ 

専門的研究を遂行するための基礎学力、志望の妥当性、適性などを口述によって試問する。 

 

○口 述 試 験 Ⅱ 

修士論文に関する研究成果とその学術的価値の説明、および専門的研究を遂行するための能力と適正

を口述によって試問する。 

 

募集人員 

１０月入学者：若干名（博士課程、社会人特別選抜） 

４月入学者：２６名（博士課程）、若干名（社会人特別選抜） 

 

試験日 

Ⅰ) 本専攻（東京大学大学院理学系研究科化学専攻）修士課程修了者、または修了予定者 

【エッセイ、筆記試験、口述試験Ⅰ】 

１０月・４月入学者共通：本専攻修士課程の入学をもって免除とする。 

【口述試験Ⅱ(※)】 

１０月入学者：令和４（２０２２）年９月７日（水） 

４月入学者：令和５（２０２３）年２月９日（木） 

※ 詳細は後日通知する。 

１０月・４月入学者共通：修士課程業績報告会をもって、修士論文に関する研究成果とその学術的

価値の説明を免除する。 

 

Ⅱ) 東京大学大学院理学系研究科（化学専攻を除く）修士課程修了者、または修了予定者 

【エッセイ、筆記試験、口述試験Ⅰ】 

１０月・４月入学者共通：本学理学系研究科修士課程の入学をもって免除とする。 

【口述試験Ⅱ(※)】 

１０月入学者：令和４（２０２２）年９月７日（水） 

４月入学者：令和５（２０２３）年２月９日（木） 

※ 詳細は後日通知する。 

 

Ⅲ) 上記以外の全ての志願者 
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【エッセイ】 

１０月・４月入学者共通：令和４（２０２２）年７月１２日（火） 

【筆記試験】 

１０月・４月入学者共通：令和４（２０２２）年８月２３日（火） 

【口述試験Ⅰ(※)】 

１０月・４月入学者共通：令和４（２０２２）年９月６日（火） 

※ 詳細は後日通知する。 

【口述試験Ⅱ(※)】 

１０月入学者：令和４（２０２２）年９月７日（水）＜博士課程・社会人特別選抜＞ 

４月入学者：令和５（２０２３）年２月９日（木）＜博士課程＞ 

４月入学者：令和５（２０２３）年１月２３日（月）～２月９日（木）＜社会人特別選抜＞ 

※ 詳細は後日通知する。 

 

合格発表及び入学手続 

 

【１０月入学者】 

筆記試験・口述試験Ⅰの対象者は全員、口述試験Ⅱを受験する。口述試験Ⅱの合格者は、令和４（２

０２２）年９月２１日（水）午後１時頃に、理学系研究科ウェブサイト https://www.s.u-

tokyo.ac.jp/ja/admission/doctor/ に掲示する(※)。合格者には入学手続書類を試験結果通知ととも

に送付するので、所定の期間内に入学手続を行うこと。令和４（２０２２）年９月２６日（月）まで

に上記の書類が届かない場合は、本研究科事務部大学院担当（電話 03-5841-4023）宛に問い合わせる

こと。所定の期間内に入学手続を行わない場合は、入学しないものとして取り扱うので注意す

ること。 

※電話による合否の問い合わせには一切応じない。 

 

【４月入学者】 

口述試験Ⅱの対象者は、令和４（２０２２）年９月２１日（水）午後１時頃に、理学系研究科ウェブ

サイト https://www.s.u-tokyo.ac.jp/ja/admission/doctor/ に掲示する(※)。口述試験Ⅱの合格者

は、令和５（２０２３）年３月２日（水）午後１時頃に、理学系研究科ウェブサイト https://www.s.u-

tokyo.ac.jp/ja/admission/doctor/ に掲示する (※)。合格者は、後日送付される入学手続要領

により、所定の期間内に必要な入学手続（入学料の納付及び入学手続書類の提出）を行うこ

と。所定の期間内に入学手続を行わない場合は、入学しないものとして取り扱うので注意す

ること。 

※電話による合否の問い合わせには一切応じない。 

 

その他、入試に関する情報は、化学専攻ＨＰに掲載するので随時確認すること。 

（https://www.chem.s.u-tokyo.ac.jp/chem_graduate/doctoralprogram.html） 

その他不明な点は、下記化学専攻事務室まで問い合わせること。 
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令和４年５月 

 

〒113-0033 東京都文京区本郷 7-3-1  

東京大学大学院理学系研究科 化学専攻事務室  

電話 03-5841-4321 ＦＡＸ03-5841-8324  

E-mail:nyushi@chem.s.u-tokyo.ac.jp 
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別紙 

＜要旨作成例＞ 

 

タイトル 

（中央に持ってくること。長いタイトルは途中で切って２行にすること。） 

フォント: Times New Roman, タイトルサイズ: 14 point, 

 

Name: 

University:○○○○○○ University 
ﾌｫﾝﾄ: Times New Roman, 名前・研究室名: 12 point 

 

本  文 
 

 Ａ４サイズで Times New Roman フォント（10.5~12 point）を用いて２頁で作成すること。 

    余白は厳守し、小さな文字は図の説明以外使用しないこと。 

 

← 左右の余白 2.0 ㎝ → 

 

（１）【報文目録】・【参考報文】・【講演目録】は要旨２頁の他に別紙（３頁目）に記載し、各目録

は以下の英語表記で統一すること。 

 

【報文目録】＝【Publication(s) comprising the thesis】 

【参考文献】＝【Publication(s) not related to the thesis】 

【講演目録】＝【Oral presentation(s)】，【Poster presentation(s)】 

 

※日本語で発表している文献、または講演に関しては、英訳は不要。日本語でそのまま記載すること。 

  ※報文目録及び参考文献には、出版済、出版が決定しているもの、投稿中のものを記載すること。 

※該当する項目がない場合でも、項目ごとに「なし」と記載し、３頁目を作成すること。 

   

 

 

 

 

 

 

（２）片面印刷で、ホチキス留めはしないこと。 

 

下の余白 2.5 ㎝ 

↓ 

 

【Publication(s) comprising the thesis】 

Not applicable 

【Publication(s) not related to the thesis】 

Not applicable 

【Oral presentation(s)】 

Not applicable 

【Poster presentation(s)】 

Not applicable 

例：【報文目録】なし 

【参考文献】なし 

【講演目録】なし 


